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3 多摩川河口干潟の生物・底質調査の概要 

3.1調査目的 

川崎市では、従前から公共用水域における水質の常時監視を行っていますが、近

年においては、水環境を把握するうえで重要な生物の調査を併せて実施しています。  

干潟には多くの生き物が生息し、自然の浄化施設と言われています。多摩川河口

干潟は、前述したように貴重な生物が生息する市内でも重要な環境であり、市民の

関心も高まっています。 

そのため、川崎市では、多摩川河口干潟に生息する生物とその生息環境の現状を

把握することを目的に、 「多摩川河口干潟の生物・底質調査」を平成 12年度から平

成 17年度の 6年間にわたり実施しました。 

 

3.2調査項目 

「多摩川河口干潟の生物・底質調査」では、次に示す 3つの項目について調査を

実施しました。 

 

①底質性状（マクロベントスの生息環境） 

②マクロベントスの生息状況 

③メガロベントスの生息状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


